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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ

第３４５回蓮如上人御影道中
御下向教導・供奉人が京都へ出発！

「
念
仏
の
一
道
」
、
他
者
と
出
遇
い
、
自
分
に
出
遇
う

４
月
16
日
朝
、
蓮
如
上
人
御
影
道
中
・
御
下
向
（
東
本
願
寺
～
吉
崎
別
院
）
の
中
心
を
担
う
随
行
教
導
と

供
奉
人
が
東
本
願
寺
へ
向
け
て
吉
崎
別
院
を
出
発
し
ま
し
た
。
一
同
は
、
15
日
に
吉
崎
別
院
に
集
合
し
、

道
中
の
日
程
と
安
全
を
確
認
す
る
「
出
発
式
」
を
行
い
最
終
的
な
準
備
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
緊
張
感
が
漂

う
出
発
式
の
中
で
、
宮
地
幹
夫
宰
領
（
福
井
県
・
南
越
前
町
）
は
、
「
年
齢
と
共
に
体
力
の
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
た
が
、
皆
さ
ん
と
は
こ
こ
数
年
供
奉
人
と
し
て
共
に
歩
ん
で
き
た
方
々
ば
か
り
な
の
で
、
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
吉
崎
ま
で
蓮
如
さ
ん
の
お
供
を
し
た
い
」
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
再
確
認
し
な
が

ら
も
、
道
中
を
迎
え
待
つ
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
遇
い
を
大
切
に
す
る
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
御
下
向
は
17
日
13
時
30
分
に
東
本
願
寺
を
出
発
し
、
23
日
19
時
30
分
頃
吉
崎
別
院
に
到
着
し
ま
す
。

～仏具のおみがき～
１５日、吉崎別院に御縁深い
御同行１０名が、おみがきに
汗を流しました。今年で２回
目の参加となる加藤邦博さん
（あわら市）は、「定年まで
はこんなこと思わなかったけ
れど、最近は仏様をもっと大
切にしなければなぁと思わさ
れる。自宅のお内仏もおみが
きします。」と心境を語って
くださいました。

「
木
の
芽
峠
、
残
雪
深
く
」

毎
年
4
月
21
日
に
越
え
る
木
の
芽
峠

は
、
今
冬
の
豪
雪
の
影
響
で
一
部
の

区
間
は
危
険
が
伴
う
と
判
断
さ
れ
、

福
井
県
側
の
進
路
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
す
。
道
中
一
部
区
間
代
替
進

路
と
な
り
ま
す
が
、
予
定
通
り
の
会

所
を
経
て
吉
崎
を
目
指
し
ま
す
。
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